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研究成果の概要（和文）：本研究は、ブルゴーニュ公の祈祷者像が初期フランドル絵画の祈祷者像の「モデル」
として担った役割を、自己称揚と均衡の観点から検討した。作例のリスト化、および図像・機能の分析からは、
(1)フィリップ善良公の祈祷者像では公の権威が強調されるのに対して、後継者シャルル突進公の祈祷者像では
均衡の表現も重視されていたこと、(2)初期フランドル絵画の祈祷者像表現にも、自己称揚から均衡へと至る変
容が見られること、(3)とくに15世紀後半の初期フランドル絵画の祈祷者像がブルゴーニュ公の祈祷者像表現を
取り入れていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study considers the role of the prayer portraits of the Dukes of 
Burgundy as an ideal “model” of early Flemish paintings in terms of “self-admiration” and “
balance.” For this purpose, we listed the prayer portraits of the Dukes of Burgundy, mainly Philip 
the Good and Charles the Bold, and examined their iconographies and functions in comparison with 
Flemish prayers portraits. In consequence, we have observed that the prayer portraits of Philip the 
Good remarkably admire his own status, while those of Charles the Bold consider the balance with 
sacred persons. Moreover, similar transition can be found among the prayer portraits of early 
Flemish paintings concerning the representation “self-admiration” and “balance.” Therefore, we 
have reached a conclusion that early Flemish paintings adopted and modeled the transformation of 
prayers portraits of the Dukes of Burgundy.

研究分野： 美術史
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１．研究開始当初の背景 
 
アルプスの北方で 15 世紀に栄えた初期フ

ランドル絵画には、宗教画の注文主が崇敬対
象に祈る姿（祈祷者像）が多く描かれた。こ
の時代に祈祷者像が人気を博したのは、同地
が中世から近世へと移行する転換期にあり、
「聖」と「俗」の交差するルネサンス的な新
しい精神が出現したためと考えられる
（ Erwin Panofsky, Early Netherlandish 
Painting, Cambridge, 1953）。 
祈祷者像は本来、注文主の敬虔さを示すも

のであるが（「聖」）、初期フランドル絵画は
そこに留まらず、祈祷者を聖人と同じ大き
さ・空間に描き、注文主の富やステイタスを
誇る側面が顕著である（「俗」）。後者は「自
己称揚的（self-admiring）」と呼ばれる要素
である。 
研究代表者はまず、初期フランドル絵画の

祈祷者像の聖なる側面に注目し、その成立事
情を注文主の信仰形態との関連で探究して
きた。とくに俗の側面については、注文主た
ちの「モデル（模範）」となる存在として、
フランドルの地を支配した三代目ブルゴー
ニュ公フィリップ・ル・ボン（善良公、在位
1419-67 年）の自己称揚の表現を指摘した（拙
論「信心のモデル、自己称揚のモデル―ブル
ゴーニュ公フィリップ・ル・ボンの祈祷者像
と初期フランドル絵画―」『大阪大谷大学紀
要』第 48 号、2014 年、1-21 頁）。 
ただし、フィリップ善良公の祈祷者像の特

徴は、祈祷者を大きく強調するという自己称
揚的な描写のみからでは説明できない。そこ
には、信徒としての敬虔さ・適切さに配慮し、
祈祷対象との均衡をはかるような表現もみ
られる。興味深いことに、この「均衡」の側
面は、初期フランドル絵画の祈祷者像にもう
かがえるように思われる。 
このような状況に鑑みるに、自己称揚に加

え、「均衡」という視点を加えることによっ
て、初期フランドル絵画の祈祷者像の「モデ
ル」の全体像が明確になると考えるようにな
った。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、初期フランドル絵画の

「モデル（模範）」となったブルゴーニュ公
の祈祷者像が、その役割を「自己称揚
（self-admiration）」から「均衡（balance）」
へと変容させたことを明らかにすることで
ある。そのために、まず、フィリップ善良公
の祈祷者像では自己称揚が、四代目の公とな
ったシャルル突進公（在位 1467-77 年）の祈
祷者像では均衡が重視されたことを明らか
にする。つぎに、初期フランドル絵画の祈祷

者像にも、自己称揚から均衡へと至る変容が
見られることを示す。そして、ブルゴーニュ
公と初期フランドル絵画の祈祷者像を比較
し、初期フランドル絵画の祈祷者像がブルゴ
ーニュ公の祈祷者像の変容を取り入れてい
ることを示したい。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、ブルゴーニュ公の祈祷者像が

初期フランドル絵画の「モデル」として担っ
た役割を解明するため、包括的な作品調査を
行った。 
まず、ブルゴーニュ公と初期フランドル絵

画の祈祷者像のリスト・アップを行った。作
業にあたっては、ブルゴーニュ公シャルル突
進公の祈祷者像を中心に、肖像・擬装肖像な
ども含めた新しい作例の収集と整理につと
めた。 
また、アムステルダム、ハーグ、ディジョ

ン、ボーヌ、ストラスブール、ジュネーヴ、
ベルン、エディンバラ、マドリード、サラゴ
サの美術館・教会・図書館に赴き、初期フラ
ンドル派の画家ハンス・メムリンクの制作し
た祈祷者像や、シャルル突進公の表象を読み
こむことのできるタペストリーなどの重要
作品の実見調査と、関連文献の史料調査を行
った。 
つぎに、フィリップ善良公からシャルル突

進公へと至る祈祷者像の特徴を「自己称揚」
と「均衡」の視点から分析した。あわせて、
ジョルジュ・シャトランやジャック・ド・ク
レルクなどの当時の年代記作者たちによる
記述、およびブルゴーニュ公の所蔵した書
物・美術コレクションを調査し、ブルゴーニ
ュ公の自己称揚への意識と均衡への配慮が
うかがえる箇所を探究した。 
そして、ブルゴーニュ公と初期フランドル

絵画の祈祷者像について、自己称揚と均衡の
観点から包括的な比較・分析を行った。 
 

 
４．研究成果 
 
(1) 四代目ブルゴーニュ公シャルル突進公
の祈祷者像をリスト・アップした。その結果、
シャルル突進公の祈祷者像のみならず、奉献
像・擬装肖像・献呈図像など、祈祷者像に類
似する参考作例を含めた包括的なリストを
作成することができた。とくに、シャルルの
容貌で表わされた聖ゲオルギウスや聖アン
ドレの描写が、本研究の視点を深める重要な
表現として見いだされた。（業績〔雑誌論文〕
④⑤） 
 
(2) (1)で作成したリストを活用して、ブル
ゴーニュ公フィリップとシャルルの祈祷者
像の分析を行った。その結果、フィリップ善



良公の肖像・祈祷者像には、構図に占める位
置や天幕・紋章などのモティーフ、そして登
場回数などに自己称揚の要素が顕著に認め
られた。それに対して、シャルル突進公の祈
祷者像には、フィリップの自己称揚の表現を
踏まえつつも、祈祷対象に従属し均衡をはか
るような伝統的で控えめな表現が強いこと
がうかがえた。 
シャルル突進公の服装は、フィリップ善良

公が描かせたような黒色の衣服と比べると
多様であり、装飾も多い。さらに、ゲオルギ
ウスなどの聖人に自身を重ねる二重肖像の
表現もうかがえる。この二点は、シャルル突
進公の独自の自己称揚とみなすことのでき
る特徴であり、本研究により得られた大きな
成果でもある。（業績〔雑誌論文〕④） 
 
(3) シャルル突進公が理想とした支配者像
について検討した。まず、シャルル突進公の
外観や性格を推し量るために、フィリップ・
ド・コミーヌなどの年代記作者たちによるシ
ャルル評を調査した。その結果、シャルルが
歴史上の支配者を自身の「モデル」としてい
たことが確認できた。 
また、「とても仰々しい」装いを好んだシ

ャルルが所蔵した美術作品の検討からも、同
様の志向が見いだされることが分かった。こ
のように「モデル」に重ねることで自身の権
威を強調するという態度は、ブルゴーニュ公
が注文したタペストリーにも顕著にうかが
える。本研究では、その典型例として、シャ
ルルとマーガレット・オブ・ヨークの結婚式
の祝宴（1468 年）に飾られた《エステルのタ
ペストリー》や、シャルルと神聖ローマ皇帝
との会合（1473 年）の場に展示された《カエ
サルのタペストリー》などに注目し、各作品
が観賞者へ及ぼしたであろう効果を明らか
にした。（業績〔雑誌論文〕②③⑦、〔学会発
表〕③、〔その他〕④⑥） 
 
(4) 初期フランドル絵画の祈祷者像につい
て、個々の調査・分析を進めるとともに、ブ
ルゴーニュ公の祈祷者像との比較・検討を行
った。通時的かつ包括的に分析したことによ
り、ブルゴーニュ公フィリップ善良公から後
継者シャルル突進公へと至る祈祷者像にお
いて、祈祷対象との均衡をはかりながら変容
するという過程が、15 世紀後半のハンス・メ
ムリンクの作品において多様に展開する初
期フランドル絵画の祈祷者像の方向性と対
応しているということが明らかになった。
（業績〔雑誌論文〕①⑥、〔図書〕①②、〔そ
の他〕③⑤） 
初期フランドル絵画の「モデル」としてブ

ルゴーニュ公の祈祷者像が担った役割につ
いての研究成果は、単著としても刊行した

（『聖母子への祈り―初期フランドル絵画の
祈祷者像―』国書刊行会、2015 年）。同書の
研究は、公益財団法人 花王芸術・科学財団
の「平成 27 年度 第 10 回美術に関する研究
奨励賞」を受賞した。（業績〔学会発表〕①
②、〔図書〕③、〔その他〕②） 
 
以上の研究成果から、１）フィリップ善良

公の祈祷者像では公の権威が強調されるの
に対して、シャルル突進公の祈祷者像では均
衡の表現も重視されていたこと、２）初期フ
ランドル絵画の祈祷者像表現にも、自己称揚
から均衡へと至る変容が見られること、３）
とくに 15 世紀後半の初期フランドル絵画の
祈祷者像にブルゴーニュ公の祈祷者像表現
が取り入れられていることが明らかになっ
た。 
本研究により、ブルゴーニュ公の祈祷者像

は、中世末期のヨーロッパの支配者が、美術
の図像表現を先導した重要な例として位置
づけることができる。また、一連の研究を行
う中で、ブルゴーニュ公の表象と利用のあり
方が、フランドル絵画だけでなく、他のヨー
ロッパ地域へも影響を及ぼした様子がうか
がえた。今後はこの問題をさらに深く調査・
研究していきたい。 
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